






骨髄移植の成功率を左右する因子に,HLA の適合,GVHD,拒絶,感染症などが上げられるが,

初期の感染症も予後を決定する重大な問題である。 

私は Seattle で無菌処置無しの骨髄移植を経験し,慈恵医大に於ても無菌室無しで,骨髄移

植を試みた。しかし,我々の施設では,初期感染症が予後を左右する最大の要因となってし

まった。また,私達が臨床血液学会誌に発表した論文がもとで,無菌室設置に支障をきたし

ている施設も有ったと聞くにおよび,現在の我が国に於ける一般的な考えを知る必要が有

ると思われた。そこで,日本における小児骨髄移植時の無菌についての考え方の動向を知る

目的でアンケート調査をお願いした。 


